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 1959年,人類に齢ける最初の染色体異常症として,蒙古症児が21-trisomyを有す
 ることが発見されてか参ず當染色体異常のみならず、,性染色体異常の数多くの報告がある。これ
 等の染色体異常症に齢いては,特有の染色体の異常によつて特有の表現型をとることが多く,染
 色体異常症に共通の問題として知能障害を有することである。従って精神薄弱児の中には各種の
 染色体異常が高率に存在する可能性がある。従来,・染色体異常の頻度に関しては,口腔粘膜細胞
 を用いた性染色質検査が比較的容易に実施出来ることにより性染色体異常の頻度に関する研究も
 数多く,又広範な研究報告もある。しかしこれ等の研究においては,性染色体異常の発見が目的
 で,常染色体異常の頻度に関しては不明である。従って精神薄弱児の性染色体及び常染色体両者
 の異常の頻度を知るためには,その集団の全例について染色体分析を行なわねばならな姶。又染
 色体異常のモザイクの場合は表現型の稀釈があり,非典型的となるので比較的軽症の薄弱児の中
 に染色体異常のモザイクの潜んでいる可能性はかな塾あると想像される。私は精神薄弱の染色体
 .異常の実態を追求するため仙台市内の精神薄弱児のための特殊養護学校の全生徒111名全例に
 対し染色体分析を行った。年令は7才から15才にむよび,男は6↑例,女は50例である。大
 部分は明らかな多発性奇形を有しない原因不明の精神薄弱であるが,DOwn症候群は1例,胎
 児性軟骨異栄養症{例,先天性白皮症1例を含む。知能指数はエQ38から99の範囲にあり.
 全体の90%はエQ50以上で教育可能の比較的軽度の精神薄弱である。111名全例について
 末梢血を採取し,Moorehead.e七.a1.の白血球培養法の変法を用いて染色体検査を実施
 した。位相差顕微鏡により個々の染色体を明瞭に識別し得る分裂中期の核板について全染色体の
 数,染色体各群の教及び構造の異常を観察分析し,必要によわ顕微鏡写某を撮影し核型を作って
 更に詳細な分析を施行した。男児61例中,染・色体異常を有したものは2例で,他の59例はす
 べてXY性染色体構成を有する正常核型を示した。異常を有する2例の中,1例は47,XY,
 21十を示す常染色体異常,即ちDowユ症候群であり,他の1例は47,XXYを示す1生染色
 体異常,即ちK■inefelter症候群である。女児50例中,染・色体異常を認めたのは1例で
 他の49訓はX宝性染色体構成の正常核型を示した。異常例は45,X/46,XXを示すモザ
 イクであった。即ちTurner瘤侯群のモザイク渕であり正覚核型を示す細胞とTUrner症、戻
 詳特有の45,X細胞との比は2:4で後者の方が少なかった。染色体異常として現在迄に報告
 されている疾患は,Turner症候群.超女性,K■inefe■七er症候群の性染色体異常と,
 Down症候群,18一七ri80my症疾詳,D-triθOmy症候群,Gat-Gry症疾群の
 常染色体異常症に大別される。その各々の異鴬について関与する染色体の構造上の異常やモザイ
 クが存在する。かかる染色律異常をもつものは,しはしは知能障害を伴い特に常染色体異常症に
 於いてはそれが重症である。性染色体異常では比較的軽度の知能障害をもつものもあり,・又正常,
 知能を示すものもある。従って梢神薄弱患者の染色体異常はかなり高頻度であると推定される。
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 しかし従来の研究報告では、殆んどすぺてが性染色質検査によるものであり,性染色維異常のみ'
 が対象となむ,常染色体異常又臨床的に非定型的な症状を示す染色体異常のモザイクの実態がっ
 かめない。又性染色体異常に関してもXO■XY,或いはXYY性染色体を示す矧生は発見出来
 ないし,.XO/XXを示す女性でもXO細胞の割合が少なければ.見逃される色環がある。以上の
 隻.問題を解決し精薄患者集団にむける染色体異常の実態を正しく掴むには精薄患者集団の全例につ
 いてめ染色体検査メクリーニングが必要である。Maclean,et,a■,は4514例の精薄患
 者の検査によって57洌の性染色体異常を発見し,」ヒの中異常男性は1α7/1000,XXX
 女性は42/1000・XO女性はU5/1000であったと報告している。男性について云え
 ば,精薄患者の凡そ4%に性染色体異常を認めることになり,新生児の男性異常頻度に比べると.
 凡そ5倍に濃縮されている。著者の調沓ではt65%の娚度になるが,各報告者の頻度も2、ろ8
 冒'%から巳45%と動揺しており不当に高い値とはいえない。,同じMac■ean等による精薄女性
 の性染色体異常は,XXXが多く新生児の頻度に比し約4倍に濃縮をみ,XO染色体構成を示す
 女性は精薄に齢いても新生児の菱駿と変りなく極めて少いとい%このことは丁財ner症…猿群'
 に蔚いては知能障害を示すものが少ないか,又は比韓的軽度の知能障害を示すものと考えられる。
 著者の調査では1例にXO/XXモザイクを発見したが従来の性染色質検査によるスクリーニン
 グでは見落される蔚それが強い。鞘薄集団の対象の選び方,知能程度,従来の検査方法の欠陥等
 キによわザxo性染色体構成をもつ精薄、患者がそのモザイクも含めて低頻度に扱われている,理由で
 あると考えられる。常染色俸異常でDOw且症候群は代表的であり,」8-tri80皿yは長期
 生存の可能性が少いため精薄集団スクリーニングの対象には通常含まれない。著者の調査対象で
 は比較的軽症の精薄集団のためDOwn症候群は1例℃か見出せずα9%の低頻度であっ島常
 染色体異常のモザイクが特に比較的軽症の精薄群にみられることを期待したの'であるが,1例も
 発見出来なかった。21tri80皿yのmO8aicゐ頻度もやはり少いものと考えざるを得ない。
 }結果としてて11名中5名(2.7%)の染色体異常を発見し,常染色体異常巳9%,性染色体異
 常t6%の簸を1示した。
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 審査結果の・要旨
 精神薄弱児の染色体異常の実態を追求するために,仙台市内の収容施設の"1名についての
 研究である。年令は7才～15才,男児61例,女児50例をふくむ知能指数は58㌔99であ
 る。染色体の検査は,末梢」血激を用いMOOreheadらの白血球培養法の変法に従った。男児61
 例中,染色体異常は2例で,'1例は,47,XY,21tri80血yの]⊃own症候群,他の1例
 は47,XXY,即ちK■inefe■fer症候群であった。
 女児50例中,異常をましたものは1例セ,45,X146,XXで,TurnGr症候群のモ'
 ザイク型であった。
 著者の比の研究によれば,精薄児の染色体異常の頻度は,1・63%ということになるか,他の
 報告では,2・58%、巳45%にみられるという。
 性染色体異常の検査には口腔粘膜細胞の性染色質を用いるこ.とが操作の簡易攻ことから,広く
 行われているが,常染色体の検査には,著者の用いたような白血球培養法によってはじめてその.
 実態を明かにすることができるものである。
 よって本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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